
令和３年 月 日作成

コロ ナ 禍に お ける 市の 後 援事 業 の実 施 ガイ ド ライ ン （案 ）

新 型 コロ ナ ウイ ルス 感 染症 拡 大防 止 のた め 、後 援 名義 を使 用 して イ ベン ト

等を 実 施す る 際に は、 以 下の １ から ３ まで に 掲げ る 事項 に留 意 して 実 施す る

よう お 願い し ます 。

１ 基 本原 則

・イ ベ ント の 種類 や使 用 する 施 設な ど にお け るガ イ ドラ イン が ある 場 合、 そ

れを 遵 守す る 。

・接 触 をで き るだ け避 け 、対 人 距離 を ２ｍ （ 最低 １ ｍ） 程度 確 保す る 。

・手 指 消毒 の 徹底

・マ ス クの 着 用（ 不織 布 マス ク を推 奨 ）

・可 能 な限 り 、参 加者 の 体調 を 確認 す る（ 検 温の 実 施等 ）

・換 気

・定 期 的な 消 毒

・感 染 防止 対 策を 周知 ・ 啓発 し 、対 策 の実 行 への 理 解と 協力 を 依頼 す る。

・参 加 者、 主 催者 を含 む 関係 者 の中 に 無症 状 感染 者 がい る可 能 性が あ るこ と

を踏 ま えて 、 感染 防止 策 を取 る 。

・適 切 な感 染 防止 対策 の 実施 を 含め た 行程 管 理を 行 う。

・医 療 体制 、 感染 状況 等 を随 時 確認 し 、主 催 者自 ら 、実 施の 可 否を 適 切に 判

断す る こと

２ イ ベン ト 等の 会場 に おけ る 配慮

・共 用 物品 や 見本 品の 中 止な ど 、 他 人 と共 用 する 物 品な どの 頻 繁に 触 れる 回

数を 減 らす 工 夫を する 。

・複 数 の人 の 手が 触れ る 場所 を 定期 的 に消 毒 する 。

・い つ でも 使 える アル コ ール 等 を設 置 する 。

・手 洗 い・ 手 指消 毒の 徹 底

３ 感 染が 疑 われ る事 案 発生 時 の 対 応 の流 れ

・当 日 現地 に て、 発熱 や 風邪 の 症状 の ある 場 合 は 、 コー ルセ ン ター も しく は

保健 所 に直 ち に連 絡す る 。

・【 参 加者 が 特定 で きる 場 合】 参 加者 が 事業 終 了後 ２ 週間 以内 に 新型 コ ロナ

ウイ ル ス陽 性 と診 断さ れ た場 合 は 主 催 者 に 連 絡い た だく よう 依 頼す る 。

・【 参 加者 が 特定 で きる 場 合】 主 催者 は 、感 染 者発 生 時に 備え 、 参加 者 の連

絡先 情 報を 保 存す る。
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